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〇
法
務
省
告
示
第
五
百
十
三
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し

書
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
法

務
省
告
示
第
二
百
四
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

法
務
大
臣

柳
田

稔

第
二
号
中
「
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

二
年
十
月
十
三
日
」
を
「
平
成
二
十
二
年
十
月
十
三
日
か

ら
三
年
を
経
過
す
る
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
十
三
日
か
ら
施
行

す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
十
四
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し

書
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
法

務
省
告
示
第
二
百
五
十
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。平

成
二
十
二
年
十
月
八
日

法
務
大
臣

柳
田

稔

第
二
号
中
「
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

二
年
十
月
十
三
日
」
を
「
平
成
二
十
二
年
十
月
十
三
日
か

ら
三
年
を
経
過
す
る
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
十
三
日
か
ら
施
行

す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
十
五
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し

書
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
法

務
省
告
示
第
二
百
五
十
一
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

法
務
大
臣

柳
田

稔

第
二
号
中
「
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

二
年
十
月
十
三
日
」
を
「
平
成
二
十
二
年
十
月
十
三
日
か

ら
三
年
を
経
過
す
る
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
十
三
日
か
ら
施
行

す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
十
六
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し

書
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
法

務
省
告
示
第
二
百
五
十
二
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

法
務
大
臣

柳
田

稔

第
二
号
中
「
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

二
年
十
月
十
三
日
」
を
「
平
成
二
十
二
年
十
月
十
三
日
か

ら
三
年
を
経
過
す
る
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
十
三
日
か
ら
施
行

す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
十
七
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し

書
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
法

務
省
告
示
第
二
百
五
十
三
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

法
務
大
臣

柳
田

稔

第
二
号
中
「
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

二
年
十
月
十
三
日
」
を
「
平
成
二
十
二
年
十
月
十
三
日
か

ら
三
年
を
経
過
す
る
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
十
三
日
か
ら
施
行

す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
十
八
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し

書
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
法

務
省
告
示
第
二
百
五
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

法
務
大
臣

柳
田

稔

第
二
号
中
「
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

二
年
十
一
月
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一

日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
十
九
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し

書
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
法

務
省
告
示
第
二
百
五
十
六
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

法
務
大
臣

柳
田

稔

第
二
号
中
「
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

二
年
十
一
月
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一

日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
二
十
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し

書
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
法

務
省
告
示
第
二
百
五
十
七
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

法
務
大
臣

柳
田

稔

第
二
号
中
「
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

二
年
十
一
月
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一

日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
四
百
三
十
三
号

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
共
和
国
政
府
は
、
昭
和
二
十
五
年
十
二

月
十
五
日
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
作
成
さ
れ
た
「
関
税
協
力

理
事
会
を
設
立
す
る
条
約
」
の
加
入
書
を
平
成
二
十
二
年

八
月
十
九
日
に
ベ
ル
ギ
ー
王
国
外
務
省
に
寄
託
し
た
。

よ
っ
て
、
同
条
約
は
、
寄
託
の
日
に
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
共
和

国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
二
年
九
月
十
三
日
付
け
在
本
邦
ベ
ル
ギ
ー

王
国
大
使
館
口
上
書
）

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

外
務
大
臣

前
原

誠
司

〇
外
務
省
告
示
第
四
百
三
十
四
号

ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
政
府
は
、
昭
和
四
十
四
年
五
月

二
十
三
日
に
ウ
ィ
ー
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
条
約
法
に
関
す

る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
」
の
批
准
書
を
平
成
二
十
一
年
九
月
二

十
五
日
に
国
際
連
合
事
務
総
長
に
寄
託
し
た
。
よ
っ
て
、

同
条
約
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
五
日
に
ブ
ラ
ジ
ル

連
邦
共
和
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
八
日
付
け
国
際
連
合
事
務

総
長
書
簡
）

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

外
務
大
臣

前
原

誠
司

〇
財

務

省

農
林
水
産
省

経
済
産
業
省
告
示
第
九
号

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

指
定
金
融
機
関
が
危
機
対
応
業
務
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
旨
の
認
定
を
行
い
、
危
機
対
応
業
務
及
び
危
機
対
応

円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
た
の

で
、
平
成
二
十
二
年
九
月
財

務

省

農
林
水
産
省

経
済
産
業
省
告
示
第
八
号
の
全

部
を
次
の
と
お
り
改
正
し
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

経
済
産
業
大
臣

大
畠

章
宏

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
十
二
号

富
山
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
た

め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ
る

者
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
八
日
ま
で
に
、
同
市
長
に

対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
富
山
市
役
所
又
は
富
山
地
方
法
務
局
に
照
会
す
る

こ
と
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

法
務
大
臣

柳
田

稔

富
山
市
山
王
町
七
十
三
番
地

Ö
山
幸
太
郎

š
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